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論 文内 容要
旨
 わが国では古くから肝吸虫(GlonOrchi38inesi8)が発見され,宮城県は有数の浸
 淫地となっている。私は肝吸虫症の臨床的観察の一環として,経静脈法による胆のう・胆管造影
 を齢こ左い,肝吸虫の体内寄生部である胆管系の観察をおこなったので報告する。私は宮城県内
 でも肝吸虫浸淫の濃厚な北上川流域河口部に位置する桃生郡北上町住民を対象とし,セロファン
 厚層塗沫一回法による糞便虫卵検.査で検出された144名中,現症調査むよぴ肝機能検査を蔚こ
 なって異常をみとめられない74名を肝吸虫群とした。また肝吸虫の非浸淫地区で蔚こなった過・
 去4年間,4回の糞便虫卵検査による肝吸虫卵陰性者のうち,臨床的に肝むよび胆道疾患の
 認められない29創を対照群とした。胆のう・胆管造影は両群全員に50%ビリグラフインによ
 る経静脈法を用い,腹臥位で10～50。の第こ斜位をとり,背腹方向に撮影をむこなった。撮
 影時間は50%ビリグラフイン注射後15分,50分,45分,60分,90分,哩20分むよi
 び卵黄摂取後30分で,計7枚のレ線徐から,肝内胆管,胆のう管,肝管亨総胆管,むよび胆の.
 うについて,!1干吸虫群,対照群の比較検討をむζなった。各部の造影率をみると,肝内胆管では
 肝吸虫群88%・対照群90%とほy同率を示し・胆のう管はそれぞれ54%,85%と対照群i
 ・の造影率が高い。肝管・総胆管はそれぞれ99%,100%と差がない。肝内胆管陰影の出現す
 る時間をみると,肝吸虫群では77%,対照群では92%が可5分以内に出現し,肝吸虫群では一
 や㌧出現の遅延がみられるが,両詳ともろ0分以内にその殆んどが出現している。また出現した,
 肝内胆管の陰影持続時間をみると,両群ともほy40%が≦20分持続している。肝内胆管の分i
 枝の出現状態は,左右固有肝管の5枝がみとめられるものは肝吸虫群54%,対照群46%を示
 し・左右2枝状のものは・そ'れぞれ51%,46%,右側だけ2枝に造影されるものは肝吸虫群1
 のみ8%,右側1・伎のものは,それぞれ5%,8%で肝吸虫群は対照群に比べて左右2枝状のも・
 のが少ない。固有肝管分枝の造影能をみるため,その分岐部について検討すると,第≦分岐部す1
 なわち固有肝管の分岐点だけみとめられるものは,肝吸虫群では29%であるが,対照群燃69i
 %と多ぐ、それより末梢に第2分岐部のみとめられるものはそれぞれ55%,5重%である。躯
 始ち対鰭で儲影された肝艇管の全融ぱ第2分岐細でみとめ旅る樹である力三・鱗
 虫群では第5分岐部以上造影されているものが36%に達している。肝内胆管の最大径の計測づ
 はその平均喧は肝吸虫群で50肌皿,対照群では1.8皿肌で,肝吸虫群では対照群に比べて管径1
 の拡張しているものが多%肝管・総胆管の陰影出現時間をみると,15分以内ではそれぞれ鋤
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 %,97%で,肝吸虫群でや、遅延するものがあるが,両群とも50分以内にナペて出現してい
 る。そ'の陰影持続時間は両詳とも差がなく,ほy50%は～50分まで造影されている。肝管・
 総胆管の造影状態は,全長にわたむ造影されるもの,総胆管の一部造影せるものとについて検討
 'をむこなったが,両群ともほy同率である。またその最高濃度を東北大山形内科の判定基準によ
 わ両群を比較すると肝吸虫群で1度のものが多い,肝管・総胆管の最大径の計測では,その平均
 値はそれぞれ巳8吊皿,4、9肌視であるが,対照群はすべて7馳寵以内であるのに対して,肝吸
 虫群では管径の大きいものがあ匂,ことにア例では1G寵肌以上¢値を示している。肝内胆管,
 肝管・総胆管管径計測値の比より,その相互関係をみると,肝吸虫詳では肝管も総胆管管径がほ
 y正常に近いのに、肝内胆管は末梢にいたるまで拡張がみられる。肝吸虫群の肝内胆管は大部分
 が総胆管の半分以上の太さを示し,とくに8例では肝管・総胆管とほy同大の内径を示している。
 しかるに対照群では,肝内胆管は肝管・総胆管と比べて漸減的に細くな力,そ・れ以上レ線上たど
 、ることがで窓ない。胆のうの造影濃度は両詳とも差がなく,その最高濃度.到達暗闘は肝吸虫群で
 はや、早い傾向にある。胆のうの収縮能はや、肝吸虫群に不良のものが多い。また結石陰影をみ
 とめるものは2例で,いずれも陰性陰影を示し,既往,自覚症状とも特記すべきものはなく,肝
 吸虫と結石の関係については.明らかにで琶なかった。肝吸虫群のうち7例に腹腔鏡検査ならび
 に肝生検をむこなったが,5飼に馬被膜,あるいは肝縁に線維化肥厚がみられた。また肝生榛で
 は全例に中心静脈の著明な拡張がみとめられ,また5例に肝細胞の色素顆粒沈着がみられたが.
 1撒虫寄生肝にみられるとされる胆管O拡張,増生,炎症性変化等は殆んどみられなかった。こ
 れは対象がいわゆる肝吸虫症の軽症例であったためと考えられる。
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 審査結果の要旨
 著者は肝吸虫症の臨床的観察の一環として,経静脈法による胆のう'胆管造影を沿こない,肝
 吸虫の体内寄生部である胆管系の観察を寿こなったが,セロファン厚層塗沫一回法による糞便虫
 卵検査で検出された144名中,現症調査むよび肝機能検査を沿こなって異常をみとめられない
 ア4名を肝吸虫群とし,4回の糞便虫卵検査による肝吸虫卵陰性者のうち,臨床的に肝かよぴ
 胆道疾患のみとめられない29例を対照群とし,胆のう・胆管造影は両群全員に50%ビllグラ
 フインによる経静脈法を用い,肝内胆管,胆のう管,肝管・総胆管,かよび胆のうについて,肝
 吸虫群,対照群の比較検討を卦こない,次の成績を得ている。すなわち対照群では造影された肝
 内胆管の全部は第2分岐部までみとめられるだけであるが,肝吸虫群では第3分岐部以上造影
 されているものが56%に達している。肝内胆管の最大径の計測ではその平均値は肝吸虫群で50
 "潮,対照群では4.8功勉で,肝吸虫群では対照群に比べて管径の拡張しているものが多い。肝
 管・総胆管の陰影出現時間をみると,15分以内ではそれぞれ89%,97%で,肝吸虫群でや
 や遅延するものがあるが,両群とも30分以内にすべて出現している。その陰影持続時間は両群
 とも差がなく,ほ父50%は150分まで造影されている。肝管・総胆管の造影状態は,全長に
 わたり造影されるもの,総胆管の一部造影せるものとについて検討を沿こなったが,両群ともほ
 N同率である。またその最高濃度を東北大山形内科の判定基準により両群を比較すると肝吸虫群
 では1度のものが多い。肝管・総胆管の最大径の計測では,その平均値はそれぞれ5.8禦簿,
 4.9襯彿であるが,対照群はすべて7π朔以内であるに対して,肝吸虫群では管径の大きいもの
 があり,ことにア例では40那加以上の値を示している。肝内胆管,肝管・総胆管管径計測値の
 比より,その相互関係をみると,肝吸虫群では肝管・総胆管管径がほy正常に近いのに,肝内胆
 管は末梢にいたるまで拡張がみられる。肝吸虫群の肝内胆管は大部分が総胆管の半分以上の太さ
 を示し,とくに8例では肝管・総胆管とほy同大の内径を示している。しかるに対照群では,肝
 内胆管は肝管・総胆管に比べて漸減的に細くなり,それ以上レ線上たどることができない。胆のう
 の造影濃度は両群とも差がなく,その最高濃度到達時間は肝吸虫群ではや、早い傾向にある。胆1
 のうの収縮能はや』贋吸虫群に不良のものが多い。また結石陰影をみとめるものは2例で,いず
 れも陰性陰影を示し,既往,自覚症状.とも特記すべきものはなく,肝吸虫と結石の関係について
 は,明らかにできなかった。
 依って本論文は学位を授与するに値するもと認める。
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